
 地域課題への応用

 社会的包摂と社会的排除

 80年代までの福祉国家体制

福祉国家
体制

社会的な
公平性
社会的な
公平性

調和調和

経済的な
効率性
経済的な
効率性

所得保障

医療保障

社会保障

研究に関係する参考文献

令和元年8月1日 間崎島での、
もやい「いきいきショップ」
オープニングセレモニーの様子

【URL】 https://kyoin.mie-u.ac. jp/profile/1041.html

三重大学人文学部・教授
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 社会的排除という社会問題に注目する　
経済的効率性と社会的公平性との調和を考えるとき、目指す社会像が問題になります。今注目されているのは、社会的包摂を達成した社会

です。「誰1人取り残さない」ことを原則とする社会といった意味です。社会的包摂の反対が社会的排除という状態で、これが最先端の貧困の定
義です。貧困とは、単に所得が低いというだけの問題ではありません。さまざまな理由から、“普通”の暮らしをする機会が正当に与えられないた
め、生活困窮に陥ります。

 地域課題に対する取り組みに応用　
三重大学にいると、さまざまな地域課題に取り組む機会があ

ります。地域福祉や買い物困難そして地域の移動困難といっ
た地域課題に取り組んでいます。社会的排除を研究すること
は、社会の構造や特徴を把握し、人々の選択や行動について
考えることです。これは、地域課題に取り組む時に役立ちます。
遠回りかも知れませんが、地域の構造や特徴と、その地域の人
たちの考え方や行動を知ることで、地域の人々を包摂する取り
組みが生まれると思っています。

現代の福祉国家研究と、その地域課題への応用

 ポスト福祉国家の
 資本主義社会を考える　
現在、経済成長を実現する経済的な効率性と、格
差（不平等）や貧困に取り組む社会的な公平性は、
対立するものと考えられています。しかし、1980年
代までの福祉国家体制では、この2つの間にはある
種の調和がありました。それが崩れたのは、産業構
造が変化し、それにともなって私たちの働き方や暮
らし方が変わったためです。現代の資本主義社会に
おいて、経済的効率性と社会的公平性とを調和させ
る方法を考えることが求められています。

地域の構造や

特徴を知ることが、

地域課題の解決に

つながるんだね。

福祉国家とは福祉の向上を目指す

政策を重視する国のことだよ！

社会的包摂
ほうせつ

反対の概念

ソーシャル・インクルージョン
Social Inclusion

社会的排除
ソーシャル・エクスクルージョン

Social Exclusion

「誰1人取り残さない」ことを原則とする社会 貧困・生活困窮
社会的に弱い立場にある人々も含めた市民ひとりひとりが、排除や摩擦、
孤独や孤立から援護され、地域社会の一員として支え合う考え方のこと。

社会保険、家族や地域社会、雇用からの疎外。
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